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は
じ
め
に

 
山
口
県
の
日
本
海
側
に
は
、
見
回
（
ミ
シ
マ
）
・
相
島
（
ア
イ
シ
マ
）
・
9
三

島
（
ヒ
ツ
ジ
マ
）
・
大
島
（
オ
ー
シ
マ
）
・
青
海
島
（
オ
ー
ミ
シ
マ
）
・
角
島

（
ツ
ノ
シ
マ
）
・
蓋
井
島
（
フ
タ
オ
イ
ジ
マ
）
・
六
連
島
（
ム
ッ
レ
ジ
マ
）
・

竹
の
子
島
（
タ
ケ
ノ
コ
ジ
マ
）
・
彦
島
（
ピ
コ
シ
マ
）
の
有
人
島
が
あ
る
。
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
ら
の
島
々
は
、
そ
の
位
置
か
ら

b見島

 
 
 
 
＼
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  o
青海島
、．く戸

山口県

彦島

角・も

蓋磐（

 六連島

竹の子島●

山
陰
西
海
諸
島
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
島
々
の
う
ち
で
、
見
島
・

相
島
は
、
本
土
沿
岸
か
ら
か
な
り

離
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
諸
島

は
、
渡
船
で
二
十
分
な
い
し
四
十

分
程
度
の
、
沿
岸
域
に
近
い
島
々

で
あ
る
。
現
在
、
青
海
島
と
長
門

市
仙
崎
と
は
、
山
つ
づ
き
で
あ
り

ま
た
、
彦
島
と
下
関
市
市
街
地
と

の
間
に
も
、
橋
が
か
か
っ
て
い

る
。
竹
の
子
島
は
、
彦
島
西
端
と

の
間
に
狭
い
海
を
へ
だ
て
て
い
る
が
、
昭
和
初
年
、
こ
こ
に
も
橋
が
か
け
ら
れ

た
。

，
こ
の
よ
う
に
、
本
土
沿
岸
域
に
近
い
山
陰
西
海
諸
島
に
お
い
て
も
、
島
の
言

語
生
活
に
は
、
そ
れ
な
り
の
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
一
方
に
は
、
長

門
方
言
域
に
お
け
る
普
遍
性
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
島
の
言
語
生
活
の
特
殊
性
と

普
遍
性
と
の
考
察
は
、
・
諸
方
面
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
い
ま
、
私
は

旧
称
語
彙
の
面
か
ら
、
そ
の
言
語
生
活
の
考
察
を
試
み
た
い
。

 
口
称
語
彙
と
は
、
お
互
い
の
家
々
を
さ
し
て
言
う
語
詞
群
の
こ
と
で
あ
る
。

 
小
共
同
体
の
形
成
単
位
で
あ
る
家
々
を
、
そ
の
成
員
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に

認
め
あ
い
、
呼
び
あ
っ
て
い
る
か
は
、
言
語
生
活
考
察
の
一
視
点
た
り
得
る
で

あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
山
陰
西
海
諸
島
に
お
け
る
家
称
語
彙
は
、
苗
字
と
屋
号
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
 
「
タ
ヵ
ハ
ル
ニ
ー
カ
タ
」
 
「
キ
ン
キ
ネ
ー
カ
タ
」
 
（
見
島
な
ど
）
の
よ

う
に
、
戸
主
や
主
婦
の
名
に
「
方
」
を
つ
け
て
、
家
を
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

相
島
で
は
、
「
ギ
イ
チ
タ
カ
」
の
よ
う
に
、
名
前
に
「
タ
カ
」
 
（
「
カ
タ
」
の

転
倒
か
、
あ
る
い
は
「
ト
コ
」
の
音
設
か
）
を
つ
け
て
い
る
。

 
※
竹
の
子
島
と
六
連
島
と
で
は
、
屋
号
と
言
い
、
そ
の
他
の
諸
島
で
は
、
カ
ド
ナ
（
門
名
）
と
言
つ

 
 
て
い
る
。
山
口
県
で
は
、
一
般
に
門
名
と
言
う
。
こ
の
稿
で
は
、
 
「
屋
号
」
の
語
を
、
共
通
語
的
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な
も
の
と
理
解
し
て
、
主
と
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て
い
る
。

 
苗
字
は
、
本
来
、
家
称
言
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
都
市

生
活
で
は
、
，
ほ
と
ん
ど
個
人
称
と
な
っ
て
い
よ
う
か
。
家
を
称
す
る
時
に
は
、

我
々
は
、
一
般
に
、
 
「
○
○
さ
ん
の
お
宅
」
・
「
○
○
さ
ん
と
こ
」
の
よ
う
に

家
を
あ
ら
わ
す
語
を
添
え
て
言
う
。
し
か
し
山
陰
西
海
諸
島
で
は
、
「
力
司
ヤ

マ
ニ
ャ
「
一
 
ノ
！
。
テ
ッ
チ
ャ
ン
ド
マ
ー
 
リ
ョ
コ
ー
ニ
 
イ
ッ
タ
ラ
シ
ー

ー
、

ダ
イ
。
」
 
（
六
連
島
 
老
女
）
の
よ
う
に
、
苗
字
の
み
で
他
家
を
称
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
山
さ
ん
は
、
そ
の
苗
字
よ
り
も
、
「
カ
ジ
ヤ
」
と
い
う
屋
号
で
、
人

々
の
話
題
に
の
ば
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
家
の
場
合
は
、
屋
号
は
苗
字
よ
り
は

さ
ら
に
優
勢
な
家
称
語
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
、
屋
号
語
彙
を
中
心
に
、
尊
称

語
彙
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
苗
字
と
屋
号
と
の
使
い
わ
け
と
、
そ
れ
ら
の
命
名
者

 
島
々
の
家
々
に
は
、
家
称
語
彙
と
し
て
、
苗
字
と
屋
号
と
を
併
有
す
る
家
と

苗
字
の
み
を
有
す
る
家
と
が
あ
る
。
他
地
か
ら
の
移
住
者
の
家
は
、
屋
号
で
は

 
 
 
 
 
 
 
※

呼
ば
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
見
島
の
浦
集
落
・
青
海
島
の
通
（

カ
ヨ
イ
）
大
泊
（
オ
ー
ド
マ
リ
）
に
は
、
そ
の
出
身
地
名
を
屋
号
と
す
る
家

も
、
い
く
ら
か
は
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
落
で
は
、
集
落
形
成
の
初
期
の
移
住

者
の
家
は
、
屋
号
で
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

 
※
た
と
え
妻
が
土
地
人
で
あ
っ
て
も
、
戸
主
が
他
国
の
者
で
あ
れ
ば
、
屋
号
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

 
 
の
逆
の
ば
あ
い
は
、
屋
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

 
土
着
者
の
家
で
あ
っ
て
も
、
昭
和
期
に
一
家
を
創
立
し
た
家
々
に
は
、
屋
号

の
な
い
家
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
一
般
論
で
あ
る
。
六
連
島
で
は

昭
和
四
十
年
ご
ろ
分
家
し
た
家
が
、
 
「
ト
ー
／
」
」
と
い
う
地
点
名
で
呼
ば
れ
て

い
る
。
ま
た
、
見
島
の
宇
津
（
ウ
ツ
）
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
引
揚
げ
た
家

が
、
「
バ
カ
ン
」
・
「
モ
ジ
」
な
ど
と
、
そ
の
移
住
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

 
℃
の
ほ
か
、
戸
主
が
明
治
生
ま
れ
で
あ
っ
て
も
、
屋
号
の
な
い
家
（
伝
わ
っ

て
い
な
い
家
）
も
あ
っ
て
、
屋
号
有
無
の
事
情
は
単
純
で
な
い
。
長
門
本
土
域

で
は
、
旧
士
族
、
の
家
に
は
屋
号
が
な
く
、
「
苗
字
＋
さ
ん
」
で
呼
ん
で
い
る
が

島
々
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
は
出
あ
わ
な
か
っ
た
。

 
屋
号
の
今
日
の
使
用
状
況
は
、
島
ご
と
に
、
あ
る
い
は
集
落
ご
と
に
、
そ
の

優
劣
の
度
合
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
見
島
の
宇
津
集
落
・
相
島
・
蓋

井
島
で
は
、
、
屋
号
を
用
い
る
こ
と
が
さ
か
ん
で
、
他
家
を
話
題
と
す
る
時
ば
か

り
で
な
く
、
電
話
で
自
家
を
名
乗
る
際
に
も
、
屋
号
を
用
い
て
い
る
。
青
少
年

や
幼
児
か
ら
も
、
屋
号
を
聞
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
三
島
で
は
、
屋
号

を
耳
に
す
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
く
、
青
少
年
か
ら
は
、
わ
ず
か
に
自
家
の
屋

号
を
聞
く
程
度
で
あ
っ
た
。
大
島
・
六
連
島
・
竹
の
子
島
で
は
、
屋
号
は
同
姓

の
区
別
に
役
立
っ
て
い
る
。
六
連
島
で
は
、
島
に
同
姓
の
家
が
な
い
ば
あ
い
、

青
少
年
に
は
、
そ
の
屋
号
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
屋
号
と
苗
字
と
を
併
有
す
る
家
々
の
ば
あ
い
、
'
苗
字
は
集
落
の

外
の
社
会
、
外
の
人
に
む
け
て
の
正
称
・
公
称
で
あ
り
、
屋
号
は
集
落
内
の
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

称
・
俗
称
と
し
て
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
屋
号
は
、
い
わ
ば
内
輪
ど
う
し
の

呼
び
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
来
者
が
屋
号
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
土
地
人
に

一
種
の
違
和
感
を
与
え
る
。
屋
号
で
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
は
、
土
地
に

根
を
お
ろ
し
た
家
々
ど
う
し
で
あ
る
こ
と
を
、
無
意
識
の
う
ち
に
た
し
か
め
あ

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
さ
て
、
屋
号
と
苗
字
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
差
違
は
、
そ
の
命
名
者
の
異
な
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の

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
苗
字
が
個
家
の
名
乗
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
屋
号
は
、

暮
露
体
の
成
員
全
体
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
そ
の
家
の
家
族
が
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
の
間
に
か
、
村
の
人
々
に
、
そ
の
よ
う
に
名
づ
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
蓋
井
島
に
「
ナ
ヤ
」
と
い
う
屋
号
の

家
が
あ
る
。
か
っ
て
そ
の
家
の
戸
主
は
、
分
家
し
て
港
の
近
く
に
一
家
を
構
え

「
ミ
ナ
ト
ヤ
」
と
名
乗
っ
塵
と
言
う
が
、
、
人
々
は
「
ナ
ヤ
」
を
言
い
な
ら
わ
し

て
、
 
「
ミ
ナ
ト
ヤ
」
と
い
う
屋
号
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
例
は
、
他
の
島
々
で
も
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
。
屋
号
が
、
村
人
の
共
同

命
名
で
あ
る
こ
と
を
、
立
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
村
人
た
ち
の
命
名
に
は
、
村
人
た
ち
の
心
-
共
同
体
の
形
成
単
位
で
あ
る

家
々
を
、
，
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
一
が
、
端
的
に
示
さ
れ
る
。
屋
号

語
彙
は
、
村
の
く
ら
し
と
村
の
心
ど
を
伝
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

二
、
諸
島
の
屋
号
語
彙

 
屋
号
の
命
名
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し

な
が
ら
、
諸
島
の
屋
号
語
彙
を
み
て
い
く
。
調
査
し
得
た
全
資
料
を
記
録
す
る

紙
数
を
持
た
な
い
の
で
、
諸
島
の
う
ち
で
、
北
端
に
位
置
す
る
心
身
の
宇
津
集

落
と
、
南
端
、
竹
の
子
島
に
つ
い
て
の
み
、
得
ら
れ
た
全
屋
号
を
記
録
し
、
そ

の
他
の
島
々
の
屋
号
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
色
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
な
お

山
陰
西
海
諸
島
の
屋
号
語
彙
の
概
況
は
、
「
屋
号
語
彙
分
類
表
」
 
（
1
0
頁
）
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

 
屋
号
語
彙
の
命
名
の
由
来
は
、
土
地
人
に
も
、
も
は
や
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
。
日
常
生
活
の
申
で
、
苗
字
の
由
来
を
、
我
々
が
い
ち
い
ち

山
陰
西
海
諸
島
の
家
称
語
彙

問
題
に
し
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
命
名
の

由
来
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
多
く
の
語
源
説
の
説
か
れ
る
屋
号

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
屋
号
を
命
名
視
点
か
ら
分
類
す
る
こ
と
は
、
困
難
か
'

つ
危
険
で
あ
る
が
、
島
の
人
々
の
家
認
識
の
傾
向
性
を
探
ろ
う
と
し
て
、
あ
え

て
そ
の
危
険
を
お
か
し
て
い
る
。

 
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
屋
号
は
、
今
後
の
精
査
に
よ
っ
て
、
・

あ
る
い
は
い
く
ら
か
動
く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
に
、
男
性
名
屋
号
、
女
性
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ

屋
号
と
わ
け
た
も
の
の
中
に
は
、
男
女
食
い
ず
れ
で
あ
る
か
、
判
断
に
迷
う
も

の
も
あ
っ
た
。
疑
わ
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
接
頭
辞
「
オ
」
、
接
尾
辞
「
オ

バ
（
バ
ー
）
」
を
伴
な
う
も
の
以
外
は
、
男
性
名
屋
号
と
し
て
処
理
し
て
い

る
。ω

 
萩
市
見
島
の
屋
号
語
彙

 
見
島
は
、
萩
市
の
北
々
西
、
四
六
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
の
孤
島
で
あ

る
。
こ
の
島
に
は
、
本
村
・
浦
・
宇
津
の
三
集
落
が
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
馬
宇

津
が
も
っ
と
も
よ
く
屋
号
語
彙
を
用
い
て
い
る
。

 
宇
津
は
東
北
部
に
孤
立
し
た
半
農
半
漁
の
集
落
で
あ
る
が
、
か
っ
て
は
農
業

を
主
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ζ
の
地
で
聞
き
得
た
屋
号
語
彙
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

a
 
命
名
時
の
居
住
場
所
を
言
う
屋
号

ω
 
位
置
・
地
点
名

 
 
シ
モ
・
ウ
エ
ヤ
マ
・
オ
ー
ビ
ラ
・
タ
ノ
ナ
カ
・
ワ
ギ
・
ゴ
ケ
ン
ヤ
・
ゴ
ケ

 
 
ァ
ン
ド
リ
（
五
軒
屋
通
）

回
 
居
住
家
屋

 
 
カ
シ
ヤ
。
ノ
ー
キ
ョ
ー
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の

あ
る
・
時
期
．
に
移
住
し
て
い
た
土
地
名
を
言
う
屋
号

モ
ジ
・
バ
カ
ン
・
ト
ン
ダ
ヤ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
や

神
仏
関
係
の
屋
号

イ
ナ
リ
・
テ
ン
リ
キ
ョ
ー
・
カ
ン
ノ
ン
ボ
ー

命
名
時
の
生
業
を
言
う
屋
号
・

カ
ジ
ヤ
・
ト
ー
フ
ヤ
・
イ
ケ
ス
（
生
故
貢
）

商
店
名
（
自
家
の
命
名
で
あ
ろ
う
。
）

マ
引

本
家
・
分
家
関
係
を
言
う
屋
号

シ
ン
ヤ
（
二
家
）
・
カ
メ
ヤ
ノ
バ
ッ
ヶ
・
シ
ン
チ
ヤ
ノ
バ
ッ
ケ
・
ホ
コ
ク

ヤ
ノ
バ
ッ
ケ
（
北
国
屋
の
末
家
）
」
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ヤ
ノ
バ
ッ
ケ

個
人
名
を
言
う
屋
号

男
性
名
（
「
地
名
＋
男
性
名
」
を
含
む
）

ニ
ダ
・
キ
ン
エ
・
ヨ
シ
キ
ダ
・
ウ
エ
ノ
ヨ
シ
キ
ダ
・
ハ
マ
．
ジ
ン
ダ
・
ウ
メ

ヤ
・
カ
メ
ヤ
・
ゴ
ロ
ヤ
・
ゲ
ン
ジ
ロ
ヤ
・
へ
ー
ジ
ロ
ヤ
・
ト
ク
ヤ
・
キ
ク

タ
ヤ
・
キ
ダ
ヤ
・
タ
ネ
ダ
ヤ
・
へ
ー
ダ
ヤ
・
マ
タ
ダ
ヤ
・
シ
ン
チ
ヤ
（
シ

ン
ヒ
チ
ヤ
）
・
デ
ン
チ
ヤ
（
デ
ン
ヒ
チ
ヤ
）
・
サ
ン
キ
チ
ヤ
・
ゲ
ン
ド
ー

ヤ
・
ハ
ン
ド
ヤ
（
ワ
ギ
ド
リ
ハ
ン
ド
ヤ
）
・
ウ
エ
ド
リ
ハ
ン
ド
ヤ
・
肉
眼

」
ド
リ
ハ
ン
ド
ヤ
・
ハ
ン
ベ
ヤ
・
ダ
イ
モ
ン
ヤ
・
カ
ン
コ
ヤ
・
ソ
，
ー
ジ
ャ
．

女
性
名

オ
ア
サ
ヤ
・
土
塗
ネ
ヤ
・
オ
サ
ト
ヤ
・
オ
サ
ン
ヤ
・
オ
タ
マ
ヤ
・
オ
ハ
ン

ヤ
・
オ
ー
ク
ヤ
（
オ
フ
ク
ヤ
）
・
オ
モ
キ
ヤ
・
ア
ン
バ
ヤ
・
キ
ー
バ
ヤ
．
・

フ
オ
バ
ヤ
・
サ
ン
コ
や

夫
婦
の
名
の
組
合
せ

も
こ
こ
に
あ
げ
て
い
る
。
苗
字
で
呼
ば
れ
て
い
る
二
十
．
一
戸
の
う
ち
、

当
主
の
父
あ
る
い
は
祖
父
の
代
に
、
他
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
家
で
あ
っ
た
。

土
着
の
家
で
苗
字
で
呼
ば
れ
て
い
る
家
々
の
中
に
は
、
古
く
か
ら
苗
字
を
名
乗

っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
、
古
い
家
柄
の
家
も
あ
り
、
ま
た
、
当
主
の
父
の
代

に
独
立
し
た
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
中
年
女
性
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
財
産
を
も

ら
っ
て
分
家
し
た
ば
あ
い
は
、
「
○
○
の
末
家
（
バ
ッ
ケ
）
」
と
呼
ぶ
が
、
財

産
の
分
与
に
あ
ず
か
ら
ず
独
立
し
た
家
は
、
末
家
と
は
よ
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
「

 
 
ゴ
ロ
ー
キ
ヨ

』
 
あ
だ
な
的
な
屋
号

 
 
オ
ー
ボ
ヤ

9
 
「
苗
字
＋
名
」
の
省
略
形
と
思
わ
れ
る
屋
号

 
 
カ
ワ
キ
ン
（
姓
は
河
内
で
あ
る
。
）
タ
バ
キ
ヤ
（
二
家
、
姓
は
田
畑
）

h
 
姓
と
関
係
の
深
い
屋
号

 
 
ヒ
ガ
シ
（
三
家
、
姓
は
東
野
）
・
キ
ム
ラ
ヤ
（
姓
は
木
村
）
・
ホ
コ
ク
ヤ

 
 
（
姓
は
北
国
Y
な
ど
六
戸

 
 
出
自
不
詳

 
 
カ
ダ
ヤ

j
準
屋
号

 
 
ダ
イ
ク
シ
ョ
ー
二
一
（
大
工
の
庄
治
兄
）
・
タ
カ
ハ
ル
ニ
ー
カ
タ
・
キ
ン

 
 
キ
ネ
ー
カ
タ
な
ど
六
戸

k
 
苗
字
で
呼
ば
れ
る
家
 
 
二
＝
戸

L
 
二
つ
の
苗
字
を
持
つ
家
 
 
三
戸

 
二
 
が
二
つ
の
屋
号
を
持
っ
て
い
る
家
が
ま
れ
に
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
戸
は
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'

 
宇
津
の
屋
号
語
彙
で
は
、
個
人
名
を
屋
号
と
す
る
も
の
が
、
屋
号
総
数
の
約

半
数
を
占
め
て
目
立
っ
て
い
る
。
屋
号
と
な
っ
て
い
る
個
人
名
は
、
初
代
の
人

の
名
か
、
ま
た
は
、
初
代
で
は
な
い
が
、
村
人
の
注
目
に
値
す
る
、
逸
話
に
富

む
人
物
の
名
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
名
屋
号
は
、
見
島
・
相
島
・
大
島

お
よ
び
青
海
島
の
通
集
落
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
個
人
名
屋
号
に
つ
い
て
、
こ

こ
で
二
・
三
の
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

 
個
人
名
屋
号
は
、
「
オ
ア
サ
ヤ
」
の
よ
ヶ
に
、
語
末
に
「
屋
」
を
持
つ
も
の

と
、
 
「
ニ
ダ
（
仁
左
右
衛
門
）
」
の
よ
う
に
、
「
屋
」
を
伴
な
わ
な
い
も
の
と

に
大
別
さ
れ
る
。
「
屋
」
の
つ
い
て
い
な
い
屋
号
は
、
よ
り
素
朴
な
も
の
と
言

え
よ
う
か
。
見
島
・
相
島
・
青
海
島
の
通
集
落
で
は
、
聞
き
得
た
女
性
名
屋
号

は
、
す
べ
て
「
屋
」
を
伴
っ
て
い
た
が
、
大
島
で
女
性
名
と
教
示
さ
れ
た
屋
号

に
は
、
 
「
屋
」
が
な
か
っ
た
。

 
個
人
名
屋
号
の
中
に
見
え
て
い
る
人
称
接
尾
辞
は
、
男
性
名
屋
号
の
ば
あ
い

は
、
「
ソ
！
ジ
ヤ
（
宗
一
お
じ
屋
）
」
の
よ
う
に
、
「
オ
ジ
（
ジ
）
」
で
あ
り

女
性
名
屋
号
で
は
、
「
フ
オ
バ
ヤ
（
ふ
う
お
ば
屋
）
」
・
「
キ
ー
バ
ヤ
（
き
く
お

ば
屋
）
」
と
、
 
「
オ
バ
（
バ
）
」
で
あ
る
。
コ
ー
・
コ
（
公
）
、
キ
i
・
キ
（

貴
）
は
、
男
女
商
い
ず
れ
に
も
続
い
て
い
る
。
カ
ン
コ
ヤ
（
男
）
・
サ
ン
コ
ヤ

（
女
）
・
オ
モ
キ
ヤ
（
女
）
・
ヨ
ン
キ
ー
（
男
。
見
島
浦
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

接
尾
辞
「
サ
（
さ
ん
）
」
の
見
え
る
屋
号
は
、
得
ら
れ
た
諸
島
屋
号
語
彙
の
中
に
、

見
島
本
村
の
「
イ
ワ
ミ
サ
」
・
「
キ
サ
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
イ
ワ
ミ
サ
」
と

呼
ば
れ
る
家
は
、
も
・
と
神
官
の
家
で
、
数
直
前
の
先
祖
の
墓
に
、
 
「
石
見
守
」

の
名
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

 
接
頭
辞
「
オ
」
を
冠
す
る
の
は
、
女
性
名
屋
号
に
限
ら
れ
て
い
る
。
．

 
名
前
は
、
仁
左
右
衛
門
が
「
ニ
ダ
」
、
亀
松
が
「
カ
ン
（
コ
）
」
と
、
簡
略
化
さ

山
陰
西
海
諸
島
の
家
称
語
彙

れ
る
こ
と
が
多
い
。
個
人
称
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
簡
略
呼
称
が
、
村
の

申
で
の
呼
び
名
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
発
音
変
化
も
著
し
い
。
ザ
属
音
は

ダ
行
音
に
な
ま
っ
て
、
甚
左
右
衛
門
は
「
ジ
ン
ダ
」
で
あ
り
、
半
蔵
は
「
ハ
ン

ド
」
と
な
る
、
大
島
で
は
、
か
っ
て
伊
右
衛
門
の
い
た
家
は
「
イ
エ
ム
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
ま
た
、
青
海
島
の
通
集
落
の
老
女
は
、
「
ヤ
ー
メ
」
と
い
う
家

に
つ
い
て
、
弥
右
衛
門
が
い
た
の
だ
ろ
う
と
説
明
さ
れ
た
。

 
屋
号
命
名
時
の
、
そ
の
家
の
生
業
を
言
っ
た
と
思
え
る
屋
号
は
、
全
島
喚
に

見
え
て
い
る
。
見
島
の
宇
津
集
落
の
一
老
人
男
子
は
、
「
ト
ー
フ
ヤ
」
と
い
う

屋
号
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
所
見
を
述
べ
ら
れ
た
。
昔
は
豆
腐
を
作
っ
て
売

る
な
ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
皆
、
自
家
製
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
じ
め

て
豆
腐
の
作
り
か
た
を
会
得
し
て
、
宇
津
の
人
々
に
教
え
た
家
の
門
島
で
あ
ろ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
う
な
ず
け
る
意
見
で
あ
る
が
、
い
ま
は
ひ
と
ま
ず
生

業
屋
号
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
落
社
会
に
お
い
て
、

人
々
の
耳
目
を
あ
つ
め
た
事
実
を
、
そ
の
ま
ま
屋
号
と
し
て
呼
ん
だ
も
の
で
あ

る
。 

そ
の
命
名
の
素
朴
単
純
な
こ
と
は
、
屋
号
語
彙
の
一
特
色
で
あ
る
。

 
・
前
掲
の
、
宇
津
の
屋
号
一
覧
の
j
項
は
、
準
屋
号
と
い
う
項
目
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
、
現
戸
主
ま
た
は
現
主
婦
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
た
。

次
の
世
代
、
さ
ら
に
そ
れ
以
後
の
世
代
に
な
っ
て
も
、
そ
の
家
が
、
こ
の
名
称

で
呼
ば
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
屋
号
で
あ
る
。
将
来
に
定
着
す
る
か
と
予
想

し
て
、
準
屋
号
と
し
て
こ
こ
に
あ
げ
て
い
る
。

 
別
表
の
屋
号
語
彙
分
類
表
の
数
字
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
村
と
浦
と
の
屋

号
語
彙
命
名
の
傾
向
も
、
宇
津
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
村
で

は
、
あ
だ
な
的
な
屋
号
が
群
を
ぬ
い
て
多
い
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
浦
に
も
そ

」
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の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
三
島
で
は
、
屋
号
を
「
ガ
ド
ナ
」
と
も
「
シ
コ
ナ
」
と

も
呼
ん
で
い
る
が
、
「
シ
コ
ナ
（
あ
だ
な
）
」
の
名
は
、
ま
さ
に
あ
だ
な
的
な

屋
号
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
あ
だ
な
的
な
屋
号
に
は
、
単
純
に
そ
の
入
の
月
ぐ
せ
や
し
ぐ
さ
を
模
し
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
い
く
ら
か
批
評
意
識
の
含
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
ゲ
ン
ト
」
 
（
本
村
）
と
い
う
屋
号
は
、
 
「
ゲ
ン
ト
 
ソ
ー
ジ
ャ
 
ノ
i
。
 
（

い
か
に
も
そ
の
と
お
り
だ
。
）
」
が
口
ぐ
せ
の
老
爺
が
居
た
こ
と
に
由
来
す
る
と

い
う
。
ま
た
、
‘
「
ク
ー
カ
イ
」
 
（
浦
）
は
、
「
メ
シ
 
ク
ー
 
カ
イ
。
」
が
ロ

ぐ
せ
の
老
爺
が
居
た
か
ら
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
真
偽
の
ほ
ど
は
別
と
し
て

そ
の
よ
う
な
説
話
は
、
屋
号
に
対
す
る
村
人
の
関
心
の
む
け
か
た
を
示
し
て
い

る
。

 
浦
集
落
の
「
コ
ボ
ー
チ
ョ
ー
」
 
（
小
包
丁
）
・
「
ヤ
カ
ン
」
・
「
コ
ー
ラ
イ
ア

ジ
ロ
」
な
ど
の
屋
号
も
、
意
味
の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

 
批
評
意
識
の
う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
多
く
は
、
つ
ま
し
さ
の
度
が
過
ぎ
て
恪

齎
で
あ
る
こ
と
を
郷
燃
し
て
い
る
。
つ
ま
し
い
こ
と
を
鯨
儀
な
く
ざ
れ
た
く
ら

し
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
恪
畜
が
批
評
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
あ
だ
な
屋
暑
の
ば
あ
い
は
、
と
く
に
、
」
屋
号
に
つ
い
て
、
二
種
以
上
の
説

話
の
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
と
げ
の
な
い
喚
笑
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
は
面

白
お
か
し
く
語
り
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
見
島
に
お
け
る
屋
号
の
う
ち
、
 
「
カ
ダ
ヤ
」
 
（
宇
津
）
・
「
ト
ー
コ
」
 
（
本

村
）
 
・
「
セ
ー
ミ
ヤ
」
・
「
タ
ダ
ミ
ヤ
」
・
「
サ
ン
ホ
i
」
 
（
浦
）
は
、
そ
の

由
来
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
「
カ
ダ
ヤ
」
は
入
名
屋
号
、
「
サ
ン
ホ
ー
」
は

船
名
屋
号
か
も
し
れ
な
い
。
セ
！
ミ
・
タ
ダ
ミ
は
、
セ
ー
ニ
ー
（
清
兄
）
・
タ

ダ
ニ
湿
か
と
も
疑
が
っ
て
み
る
が
、
あ
く
ま
で
臆
測
の
域
を
で
な
い
。

ω
 
萩
市
相
島
の
屋
号
語
彙

 
相
島
は
、
萩
市
の
北
西
約
十
数
キ
ロ
の
海
上
に
浮
か
ぶ
小
島
で
あ
る
。
八
十

五
戸
の
家
々
は
、
山
を
開
い
て
畑
作
農
業
を
営
ん
で
い
る
。

 
こ
の
島
の
屋
号
語
彙
の
命
名
傾
向
は
、
見
島
の
宇
津
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い

る
が
、
居
住
地
の
地
形
や
地
点
名
を
言
う
屋
号
と
、
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋

号
と
が
い
く
ら
か
多
い
。
農
業
を
主
と
す
る
人
々
の
生
活
意
識
を
映
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

 
家
が
ら
・
財
産
な
ど
に
関
す
る
屋
号
と
し
て
分
類
し
て
い
る
の
は
、
 
「
セ
ン

シ
ャ
」
・
「
ウ
エ
ノ
セ
ン
シ
ャ
」
・
「
イ
グ
ラ
」
で
あ
る
。
 
「
セ
ン
シ
ャ
（
先
庄

家
）
」
は
も
と
庄
屋
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
屋
号
で
あ
る
。
 
「
イ
グ
ラ
」
は
瓦

ぶ
き
の
家
を
言
う
方
言
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
家
の
堂
々
た
る
構
え
に

注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
島
で
は
、
屋
号
を
用
い
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
さ
か
ん
で
あ
る
。

紛
 
萩
市
大
島
の
屋
号
語
彙
 
 
 
 
，
 
 
 
 
一

 
萩
市
の
港
か
ら
、
航
路
約
三
十
分
の
大
島
は
、
戸
数
約
三
五
〇
戸
、
漁
業
を

主
と
し
て
い
る
。
屋
号
の
使
用
は
さ
か
ん
で
あ
る
と
い
う
が
、
半
日
の
簡
略
調

査
の
段
階
で
得
ら
れ
た
屋
号
は
六
〇
に
す
ぎ
な
い
。
命
名
傾
向
は
、
遠
島
・
相

島
と
よ
く
似
て
い
る
。

 
屋
号
分
類
表
に
、
 
「
比
喩
的
に
神
仏
関
係
を
言
う
屋
号
」
と
い
う
項
目
を
、

こ
の
島
に
．
の
み
設
け
て
い
る
が
、
こ
こ
に
分
類
し
た
の
は
、
 
「
ホ
ラ
」
と
い
う

屋
号
で
、
も
と
神
官
の
家
で
あ
る
と
い
う
。
タ
ユ
ー
（
神
官
）
は
ほ
ら
貝
を
吹

く
か
ら
、
 
「
ホ
ラ
」
だ
と
言
う
の
が
、
島
の
古
老
の
説
明
で
あ
る
。
あ
だ
な
屋

号
に
数
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
か
っ
て
の
村
長
も
、
そ
の
屋
号
に
「
村
長
」

を
続
け
て
、
「
デ
ミ
セ
ソ
ン
チ
ョ
i
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
だ
わ
り
の
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な
い
言
語
生
活
の
一
端
を
て
こ
に
見
せ
て
い
る
。
出
自
不
詳
と
し
て
い
る
の
億

 
「
テ
ン
モ
ン
」
と
「
オ
セ
ー
ヤ
マ
」
の
二
屋
号
で
あ
る
。

ω
 
長
門
市
青
海
島
の
屋
号
語
量

 
青
海
島
に
は
、
東
端
に
通
（
カ
ヨ
イ
）
・
田
の
浦
（
タ
ノ
ウ
ラ
）
の
二
集
落

が
．
あ
り
、
西
部
に
は
、
大
日
比
（
オ
ー
ヒ
ビ
）
・
大
泊
（
オ
㌃
ド
マ
リ
）
・
青

海
（
オ
ー
ミ
）
の
三
集
落
が
あ
る
。
こ
の
島
の
屋
号
調
査
も
、
大
島
の
ば
あ
い

と
同
様
に
、
簡
略
調
査
の
段
階
に
あ
り
、
大
日
比
は
未
調
査
で
あ
る
。

 
通
集
落
は
、
五
五
〇
戸
の
密
集
し
た
漁
業
集
落
で
あ
る
。
こ
の
島
の
屋
号
語

．
彙
の
特
色
と
し
て
は
、
一
つ
に
、
出
身
地
を
言
う
屋
号
が
、
他
の
島
に
く
ら
べ

て
多
い
こ
と
、
二
、
つ
に
、
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋
号
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
．
三
つ
に
、
そ
の
生
業
屋
号
に
特
色
の
見
ら
れ
る
こ
と
、
四
つ
に
、
苗
字
・

・
屋
号
と
名
前
と
を
組
合
せ
た
屋
号
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

 
土
地
人
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
通
集
落
は
、
本
土
沿
岸
域
の
三
隅
（
ミ

ス
ミ
）
と
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
で
、
か
っ
て
は
氏
神
の
祭
り
に
は
、
・
三
隅
の

神
社
に
参
拝
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
「
コ
ジ
マ
ヤ
」
ゴ
「
ノ
バ
セ
ヤ
」
な

ど
の
、
三
隅
の
地
点
名
を
屋
号
と
す
る
家
々
は
、
そ
こ
を
出
身
地
と
す
る
家
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ほ
か
に
、
 
「
当
今
ヤ
」
・
「
セ
ン
ダ
キ
ヤ
（
仙
崎
屋
）
」
・

 
「
シ
コ
ク
ヤ
」
・
「
オ
｝
サ
ヵ
ヤ
」
な
ど
が
あ
る
。

 
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋
号
は
、
そ
の
数
に
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
ど
の

地
点
で
も
聞
か
れ
た
が
、
通
集
落
で
は
、
-
現
段
階
で
は
ま
っ
た
く
得
ら
れ
て
い

，
な
い
。
日
常
生
活
の
中
で
も
、
本
家
分
家
関
係
を
云
云
す
る
こ
と
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 
．
'

 
生
業
屋
号
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
，
「
カ
ネ
ガ
タ
（
裏
方
一
「
昔
、
、

銀
行
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
」
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
金
融
業
で
あ
ろ

山
陰
西
海
諸
島
の
家
称
語
彙

う
か
。
）
」
「
シ
テ
ン
（
金
方
の
支
店
）
」
・
「
メ
ガ
ネ
ヤ
（
あ
わ
び
」
・
さ
ざ

え
な
ど
を
突
ぐ
た
め
の
、
箱
眼
鏡
を
あ
き
な
っ
て
い
た
家
ら
し
い
。
）
」
・
「

タ
イ
コ
ヤ
（
鯨
組
で
太
鼓
を
打
つ
役
を
し
て
い
た
家
。
）
」
・
「
サ
ダ
ヤ
（
以

前
、
お
も
に
さ
ざ
え
を
取
っ
て
い
た
家
。
）
」
・
「
ス
イ
カ
ヤ
（
西
瓜
屋
）
」

・
「
ト
ー
ジ
ヤ
（
そ
の
家
の
先
代
が
杜
氏
に
出
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
の
命
名

か
。
）
」
・
「
カ
ジ
ヤ
」
・
「
コ
ビ
キ
ヤ
」
・
．
「
イ
ー
ダ
ヤ
・
（
桶
屋
）
」
・
「
ダ
眉

ク
ヤ
」
・
「
ヒ
ョ
ー
グ
ヤ
」
・
「
タ
タ
ミ
ヤ
」
・
「
コ
ー
ヤ
」
 
（
二
家
）
 
「
コ

i
※
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I

」
ヤ
（
紺
屋
）
」
・
、
「
ア
ブ
ラ
ヤ
」
・
「
シ
ョ
」
ヤ
（
し
ょ
う
ゆ
や
）
・
「
ト

ー
フ
ヤ
」
．
・
「
ア
ン
ピ
ヤ
（
餓
餅
屋
）
」
・
「
ウ
ド
ン
弛
」
・
「
タ
バ
コ
ヤ
」
・

「
フ
ロ
ヤ
」

 
 
※
「
判
ヤ
」
・
「
調
」
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
が
、
‘
い
ず
れ
も
、
以
前
に
紺
屋
を
や
つ

 
 
 
て
い
た
ら
し
い
。
家
々
を
区
別
す
る
た
め
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
変
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

 
 
た
だ
し
、
 
「
コ
ー
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
家
は
二
軒
あ
っ
た
。

 
通
集
落
は
今
庵
漁
業
の
さ
か
ん
な
所
で
あ
る
が
、
か
っ
て
は
捕
鯨
で
栄
え
て
．

い
た
の
で
、
諸
種
の
商
店
も
あ
っ
て
、
一
種
の
町
社
会
を
形
成
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
屋
号
に
、
そ
の
様
子
が
し
の
ば
れ
る
。

 
苗
字
と
名
と
を
組
み
あ
わ
せ
て
「
タ
カ
ソ
ー
（
高
野
惣
次
郎
の
家
）
」
と
言

・
い
、
あ
る
い
は
屋
号
と
名
を
組
み
あ
わ
せ
て
「
タ
ビ
シ
ン
（
旅
屋
の
新
兵
衛
宅

）
」
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
、
通
集
落
と
、
そ
れ
に
続
く
田
の
浦
集
落
に
特
に

多
い
。
こ
れ
ら
の
名
前
に
は
、
現
当
主
の
も
の
が
多
い
が
、
過
去
の
戸
主
の
名

の
も
の
も
あ
る
。
 
「
ヵ
下
ハ
ッ
」
な
ぜ
は
、
 
「
角
に
あ
る
ハ
ツ
～
の
家
」
の
略

で
、
、
「
家
の
位
置
＋
名
」
の
屋
号
で
あ
る
。
現
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
・

'
ら
の
屋
号
の
ほ
う
が
、
旧
来
の
屋
号
よ
り
は
、
理
解
さ
れ
や
す
い
呼
称
で
あ
ろ

う
か
。
魚
類
を
出
荷
す
る
際
の
、
出
荷
主
．
の
簡
略
呼
称
が
、
一
般
屋
号
に
移
っ
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〆

だ
．
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
な
お
、
こ
め
地
の
個
人
名
屋
号
の
発
音
で
は
、
「
シ
ン
タ
ラ
ヤ
」
 
（
新
太
郎

屋
）
・
マ
ン
タ
ラ
ヤ
（
万
太
郎
屋
）
・
キ
ュ
ー
ダ
ラ
ヤ
（
久
太
郎
屋
）
の
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ヨ

に
、
 
「
ヤ
」
・
の
前
の
。
母
音
が
a
母
音
に
開
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
し

 
「
シ
マ
ヤ
」
L
「
タ
劇
ヤ
（
墓
に
は
「
旅
屋
」
と
記
し
て
あ
る
と
い
う
。
）
」

・
「
キ
ッ
カ
ヤ
」
・
「
ベ
ン
ケ
ー
ヤ
」
な
ど
は
出
自
不
詳
で
あ
る
。
営
業
上
の

店
名
で
あ
っ
た
も
の
か
。

 
青
海
島
西
部
の
大
泊
（
オ
ー
ド
マ
リ
）
は
、
海
運
業
や
造
船
業
を
営
む
家
々

も
あ
れ
ば
、
本
土
域
の
会
社
工
場
に
勤
務
す
る
人
々
の
家
も
多
い
と
い
っ
た
集

落
で
あ
る
。
カ
ン
ノ
マ
ル
（
観
音
丸
）
・
ダ
イ
ニ
チ
マ
ル
（
大
日
丸
）
・
ヤ
ー

タ
マ
ル
（
八
幡
丸
）
・
ミ
ョ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
っ
た
船
名
屋
号
は
、
海
運
業
の
家

々
の
屋
号
で
あ
る
。
ペ
キ
ン
（
北
京
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
家
は
、
北
京
に
一
時

移
住
し
て
い
た
家
で
あ
る
と
い
う
。

 
西
端
の
集
落
の
青
海
（
オ
：
ミ
）
は
純
農
村
で
あ
る
。
居
住
地
を
言
う
屋
号

ど
、
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋
号
と
の
多
い
と
こ
ろ
に
、
農
村
型
屋
号
語
彙
の

特
色
が
み
ら
れ
る
コ
 
「
カ
ン
ヤ
」
・
「
オ
コ
チ
」
は
出
自
不
明
で
あ
る
。
「
オ

コ
チ
」
は
地
点
名
で
あ
ろ
う
か
。

㈲
豊
浦
郡
豊
北
町
角
島
の
屋
号
語
彙

 
豊
浦
郡
豊
北
町
角
島
は
、
戸
数
約
三
六
〇
戸
の
、
半
農
半
漁
の
島
で
あ
る
。

元
山
（
モ
ト
ヤ
マ
）
と
尾
山
（
オ
ヤ
マ
）
の
二
地
区
が
あ
る
が
、
屋
号
語
彙
の

命
名
傾
向
に
著
し
い
差
違
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
分
類
表
に
は
、
両
地

区
を
ま
と
め
た
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。
分
類
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
島

の
ば
あ
い
は
、
居
住
地
屋
号
が
、
得
ら
れ
た
屋
号
数
の
三
分
の
二
を
越
え
て
い

る
。
こ
の
島
が
漁
業
権
を
獲
得
し
た
の
は
、
明
治
以
降
で
あ
る
か
ら
、
屋
号
語

彙
に
は
、
農
村
的
性
格
の
ほ
う
が
、
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
℃ 

こ
れ
ら
の
居
住
地
屋
号
の
申
に
は
、
一
戸
の
署
名
（
力
団
ナ
）
で
ば
な
く
て

そ
の
地
点
に
あ
る
複
数
の
家
々
（
二
、
、
三
軒
て
い
ど
）
を
さ
し
て
言
う
と
説
明

さ
れ
た
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
「
イ
バ
ラ
」
・
「
ハ
シ
ョ
ー
ガ
チ
」
・
「
ヤ
ケ

刀
」
等
々
の
二
〇
屋
号
が
そ
れ
で
あ
る
ひ
複
数
の
家
々
を
同
時
に
言
う
時
に
は

「
ヤ
ケ
ノ
ガ
タ
」
の
よ
う
に
、
「
方
」
を
添
え
て
言
い
あ
ら
わ
す
ば
あ
い
も
あ

る
。
一
方
、
特
定
の
個
家
を
さ
し
て
言
う
時
に
は
、
以
前
は
、
「
ヤ
ケ
ノ
ノ
ジ

ン
ベ
ー
」
の
よ
う
に
、
地
点
名
に
名
を
添
え
た
が
、
今
は
、
「
居
住
地
点
＋
苗

字
」
で
言
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

 
居
住
地
屋
号
の
圧
倒
的
優
勢
の
申
で
、
「
サ
イ
ム
」
・
「
ヘ
ー
ダ
」
は
、
個

人
名
屋
号
ら
し
い
。
層
ま
た
、
ウ
チ
ヒ
ロ
（
内
田
弘
）
・
マ
ツ
ク
マ
（
松
原
ク
マ

ゾ
ー
）
は
、
苗
字
と
名
と
を
組
み
あ
わ
せ
た
屋
号
で
あ
る
。
角
島
で
は
特
異
な

も
の
に
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
屋
号
は
、
い
ず
れ
も
、
尾
山
地
区
で
得
ら
れ
た
。

ウ
チ
ヒ
ロ
・
マ
ツ
ク
マ
は
、
魚
を
せ
り
に
か
け
る
時
の
家
称
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
ば
あ
い
に
も
、
次
第
に
用
い
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

 
こ
の
島
の
出
自
未
詳
屋
号
は
、
カ
ダ
ヤ
と
セ
キ
ヤ
で
あ
る
。
カ
ダ
ヤ
は
青
島

の
宇
津
に
も
あ
る
が
、
出
自
を
お
な
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の

点
も
不
明
で
あ
る
。

 
角
島
で
は
屋
号
の
使
用
が
さ
ほ
ど
さ
か
ん
で
は
な
い
。

㈲
 
下
関
市
蓋
井
島
の
屋
号
語
彙

 
蓋
井
島
は
、
下
関
市
吉
見
か
ら
航
路
約
四
〇
分
、
一
日
二
回
の
定
期
船
が
あ

る
。
戸
数
三
十
九
戸
の
、
半
農
半
漁
の
島
で
あ
る
。
こ
の
島
が
漁
業
権
を
得
た

の
も
、
比
較
的
新
し
い
時
期
で
あ
る
。
．
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屋
号
の
お
も
な
も
の
は
、
居
住
地
屋
号
と
本
家
分
家
屋
号
で
あ
っ
た
。
目
標

物
を
言
う
屋
号
は
、
 
「
ヘ
ー
ノ
チ
（
塀
の
内
）

塀
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
と
い
う
。

 
屋
号
語
彙
の
使
用
は
さ
か
ん
で
あ
る
。

ω
 
下
関
市
六
連
島
の
屋
号
語
彙

」
で
、
こ
の
家
は
も
と
大
き
な

 
戸
数
約
五
〇
戸
、
疏
菜
・
花
卉
の
栽
培
の
さ
か
ん
な
島
で
あ
る
。
「
ソ
ラ
」

と
い
う
同
一
屋
号
の
家
（
苗
字
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
）
が
三
軒
あ
る
が
、

こ
の
傾
向
は
、
角
島
で
は
、
い
ち
だ
ん
と
顕
著
で
あ
っ
た
。

・
ま
た
、
マ
エ
ト
ク
（
前
田
徳
～
。
屋
号
は
サ
司
エ
ダ
）
の
よ
う
な
家
称
は

野
菜
出
荷
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
同
姓
の
家
は
、
屋
号
を
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

㈹
 
下
関
市
竹
の
子
島
の
屋
号
語
彙
 
 
・

 
竹
の
子
島
は
ふ
北
前
船
が
さ
か
ん
に
通
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
外
海
か
ら
瀬

戸
内
海
に
入
る
船
の
、
風
待
ち
の
港
と
し
て
栄
え
た
。
島
は
現
在
ベ
ッ
ド
タ
ゥ

Z
化
し
て
、
九
三
戸
を
数
え
て
い
る
が
、
三
代
以
上
の
土
着
者
の
家
は
二
三
戸

で
あ
る
。

 
こ
の
島
の
屋
号
語
彙
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
屋
号
語
彙
の
中
に

は
、
現
在
は
島
か
ら
出
て
い
る
家
の
屋
号
も
入
っ
て
い
る
。

a
 
命
名
時
の
居
住
場
所
を
言
う
屋
号

 
 
ニ
シ
・
ウ
エ
ノ
ヤ
マ
・
タ
ノ
シ
タ
・
ツ
キ
ダ
シ
・
ハ
マ

b
 
あ
る
時
期
に
移
住
し
て
い
た
土
地
名
を
言
う
屋
号

 
 
ハ
劉
ヤ

q
 
命
名
時
の
生
業
を
言
う
屋
号

 
 
ア
ミ
ヤ
・
イ
タ
ヤ
・
オ
ケ
ヤ
・
ヵ
サ
ヤ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
ヤ
・
タ
バ
コ
や

砲
 
碇
泊
時
、
そ
の
家
で
世
話
を
し
た
船
頭
の
出
身
地
を
言
う
屋
号

山
陰
西
海
諸
島
の
旧
称
語
彙

 
 
イ
ズ
モ
ヤ
・
イ
ワ
ミ
ヤ
・
デ
ン
ボ
ヤ
・
サ
ゴ
シ
ヤ
・
サ
ヌ
キ
ヤ
・
チ
ク
ゴ

 
 
咽

。3

@
命
名
時
の
店
名
（
自
家
の
名
乗
り
）

 
 
シ
司
や

餌
 
持
船
に
関
す
る
屋
号

 
 
サ
ン
ゴ
ー

d
新
古
・
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋
号

 
 
フ
ル
ヤ
・
ミ
ナ
ミ
ノ
フ
ル
ヤ
・
キ
タ
必
フ
ル
ヤ
・
シ
7
ヤ
・
キ
タ
ン
シ
ン

 
 
ヤ
・
ア
タ
ラ
シ
ヤ
・
ニ
シ
ノ
ホ
ン
ケ
・
イ
ン
キ
ョ
・
ニ
シ
ノ
デ
ミ
セ
・
イ

 
 
タ
ヤ
ノ
デ
ミ
セ
・
サ
ヌ
キ
ヤ
ノ
デ
ミ
セ

e
 
「
苗
字
＋
名
」
の
省
略
形

 
 
ト
ミ
シ
ン
（
富
田
新
太
郎
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

f
出
自
未
詳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3

 
 
ト
ー
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔

 
竹
の
子
島
は
六
連
島
と
は
目
と
鼻
の
位
置
に
あ
る
が
、
そ
の
屋
号
命
名
の
傾

向
が
お
お
い
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
屋
号
命
名
の
時
期
に
、
両
島
の
生
活
形

態
が
か
な
り
違
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
屋
号
分
類
項
目
の
中
で
、
 
「
碇
泊
時
、
そ
の
家
で
世
話
を
し
た
船
頭
の
出
身

地
を
言
う
屋
号
」
の
項
目
は
、
こ
の
島
の
屋
号
分
類
の
た
め
に
だ
け
設
け
ら
れ

 
 
※

た
項
目
で
あ
る
。
風
待
ち
の
船
頭
た
ち
は
、
島
に
あ
が
っ
て
、
野
菜
や
調
味
料

を
と
と
の
え
、
あ
る
い
は
風
呂
の
世
話
に
な
っ
た
が
、
世
話
に
な
る
家
は
一
定

し
て
い
た
。
竹
の
子
島
屋
号
一
覧
砲
項
に
あ
げ
た
、
「
イ
ズ
モ
ヤ
」
・
「
イ
ワ

ミ
ヤ
」
等
々
の
屋
号
は
、
 
「
出
雲
の
船
頭
の
世
話
を
し
た
家
」
、
 
「
石
見
の
船

頭
の
世
話
を
し
た
家
」
の
意
味
で
あ
る
。
島
の
生
活
上
の
特
色
は
、
そ
の
屋
号
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語
彙
の
上
に
も
こ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
で
あ
る
。

 
※
見
島
の
宇
津
の
「
ホ
コ
ク
ヤ
」
は
、
苗
字
「
北
国
」
と
関
係
の
深
い
屋
号
と
し
て
分
類
し
て
い

 
 
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
も
船
頭
宿
屋
号
か
も
し
れ
な
い
。

 
ま
た
竹
の
子
島
で
得
ら
れ
た
「
本
家
分
家
関
係
を
言
う
屋
号
」
は
、
徳
屋
号

数
の
ユ
3
で
、
そ
の
比
率
は
諸
島
の
う
ち
で
も
っ
と
も
高
い
。

 
出
自
未
詳
と
し
た
「
ト
ー
ン
」
に
つ
い
て
は
、
 
「
遠
磯
」
か
と
い
う
説
も
、

土
地
人
か
ら
聞
い
て
い
る
。
．

 
以
上
、
山
陰
西
海
諸
島
の
屋
号
語
彙
に
つ
い
て
、
最
北
の
見
繕
か
ら
最
南
の

竹
の
子
島
ま
で
、
順
に
見
て
き
た
。
萩
市
櫃
島
と
、
下
関
市
三
島
と
は
、
未
調

査
で
あ
る
。

三
、
屋
号
語
彙
の
命
名
の
傾
向

 
屋
号
語
彙
分
類
表
に
は
、
二
〇
項
の
命
名
視
点
を
あ
げ
て
い
る
が
、

は
、
次
の
五
項
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（5） （4） （3） （2） （1）

 
こ
れ
ら
の
中
で
、

 
す
ま
い
の
位
置
・
方
角
、

号
と
す
る
の
は
、

ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

居
住
地
に
注
目
し
た
屋
号

一
家
の
歴
史
の
中
の
、
あ
る
人
物
に
注
目
し
た
屋
号

生
業
屋
号

本
家
分
家
関
係
屋
号

神
仏
関
係
屋
号
 
，

 
 
 
 
 
ω
と
ω
と
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
屋
号
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
所
在
地
点
の
地
点
名
・
地
形
を
そ
の
ま
ま
屋

 
 
 
 
土
地
へ
の
定
着
性
の
強
さ
と
、
土
地
へ
の
関
心
の
深
さ
の
あ

山
陰
西
海
諸
島
の
家
称
語
彙

 
そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
は
、
ま
れ
に
島
外
で
一
時
期
を
暮
し
て
き
た
家
が

あ
れ
ば
、
直
ち
に
村
人
の
話
題
に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
先
祖
が
他
地
か
ら
の
移
住

者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
も
長
犬
言
い
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
地
名

が
そ
の
家
の
屋
号
と
な
る
の
で
あ
る
。
移
住
地
屋
号
も
出
身
地
屋
号
も
、
居
住

地
屋
号
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。

 
居
住
地
屋
号
の
語
構
造
は
概
し
て
単
純
で
、
原
則
と
し
て
「
屋
」
の
語
末
要

素
を
持
た
な
い
。

 
特
定
人
物
名
屋
号
も
ま
た
、
居
住
地
屋
号
と
肩
を
な
ら
べ
て
優
勢
で
あ
る
。

そ
の
人
物
名
は
、
一
家
創
立
者
の
名
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
に
か
ぎ
ら

ず
、
村
人
の
話
題
に
よ
く
の
ぼ
っ
た
人
物
が
、
屋
号
と
し
て
、
そ
の
名
を
残
し

て
い
る
コ
た
と
え
ば
見
島
本
村
に
、
「
カ
ン
ヤ
ー
」
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
で
、
か
つ
は
盆
踊
り
の
く
ど
き
の
名
手
で
あ
う

た
亀
松
さ
ん
が
、
そ
の
名
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
夫
婦
名
屋
号
も
、
苗
字
の
一
部
（
あ
る
い
は
屋
号
の
一
部
）
と
名
前
の
一
部

と
を
組
合
せ
た
簡
略
家
称
も
、
さ
ら
に
は
あ
だ
な
屋
号
も
、
す
べ
て
個
人
名
屋

号
の
派
生
的
な
も
の
で
あ
る
。

 
個
人
名
が
そ
の
ま
ま
家
称
語
と
な
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
で
も
あ
る
。

ま
し
て
、
特
定
個
人
の
あ
だ
な
が
屋
号
と
し
て
残
る
な
ど
の
こ
と
は
、
今
日
の

常
識
で
は
理
解
し
に
く
い
が
、
・
屋
号
命
名
が
、
村
人
の
共
有
す
る
楽
し
み
・
笑
，

い
と
し
て
ま
か
り
通
っ
た
の
が
、
村
の
言
語
生
活
の
一
面
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う

か
。
し
か
し
、
今
日
は
も
は
や
、
・
村
の
生
活
の
巾
で
も
、
あ
だ
な
的
な
屋
号
は

次
第
に
口
に
し
に
く
く
な
り
、
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
居
住
地
屋
号
と
特
定
人
物
屋
号
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
る
地
域
性

を
有
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
生
業
屋
号
と
本
家
分
家
関
係
屋
号
と
は
、
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優
劣
の
差
は
あ
っ
て
も
、
全
島
喚
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
さ
き
の
二
者
に
く

ら
べ
る
と
、
数
に
お
い
て
は
劣
勢
で
あ
る
。

 
神
仏
関
係
の
屋
号
は
意
外
に
少
な
か
っ
た
。

 
「
ど
て
に
住
ん
で
い
る
か
」
、
「
誰
の
い
た
家
か
」
、
 
「
何
を
営
ん
で
い
る

か
」
、
 
「
そ
の
家
は
ど
こ
の
家
と
関
係
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
、
屋
号
命
名
の

四
視
点
は
、
村
人
．
た
ち
の
他
家
認
識
の
傾
向
を
、
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
あ

る
。

四
、
屋
号
語
彙
の
伝
承
性
と
改
新
性

 
い
っ
た
い
物
の
名
は
、
い
っ
た
ん
名
付
け
ら
れ
る
と
、
「
た
と
え
実
体
は
変
化

し
て
も
、
そ
の
名
は
永
く
伝
え
ら
れ
る
。
屋
号
の
ば
あ
い
も
同
様
で
、
た
と
え

五
郎
兵
衛
が
死
去
し
て
も
、
村
の
人
々
は
、
ゴ
ロ
ベ
ヤ
（
見
島
 
浦
）
と
い
う

屋
号
を
変
え
よ
う
と
は
し
な
い
。
も
と
、
西
の
川
の
近
く
に
あ
っ
た
家
が
、
東
の

方
に
建
て
た
新
居
に
移
り
住
ん
で
も
、
屋
号
「
ニ
シ
ン
カ
ワ
」
 
（
蓋
井
島
）
は

変
ら
な
い
。

 
居
住
地
屋
号
の
場
合
は
、
'
な
に
か
の
事
情
で
、
そ
の
建
物
に
、
先
住
者
と
は

ま
っ
た
く
無
縁
の
家
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
も
、
先
住
者
の
屋
号
で
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
屋
号
は
、
そ
の
土
地
の
そ
の
建
物
に
つ
い
て
い
る
の
，

か
と
さ
え
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 
屋
号
は
、
そ
の
家
の
今
日
の
実
体
と
も
、
あ
る
い
は
名
付
け
ら
れ
て
い
る
家

の
家
族
の
意
志
と
も
無
関
係
に
伝
承
さ
れ
て
い
く
。
あ
だ
な
屋
号
に
は
、
お
そ

ら
く
当
家
の
人
々
の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
が

こ
れ
も
、
永
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

 
屋
号
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
伝
承
性
が
強
い
が
、
ま
た
一
方
に
は
、
な
に
ほ
ど

か
の
改
新
性
も
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
七
島
本
村
で
「
チ
ュ
ー
ド
ー
（
初
代
の

名
ら
し
い
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
家
は
、
「
カ
ン
ヤ
i
」
と
変
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
帰

り
で
、
か
つ
盆
踊
り
の
く
ど
き
の
名
手
で
あ
る
亀
松
さ
ん
が
あ
ら
わ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
ま
た
、
蓋
井
島
の
旧
家
「
フ
ル
ヤ
」
 
（
苗
字
は
上
野
）
は
、
現
在
で

は
「
列
ミ
」
の
新
屋
号
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
家
の
老
女
は
、
「

ウ
チ
ワ
 
ウ
エ
ノ
ガ
 
ネ
ー
。
ミ
ン
ナ
ガ
 
カ
ー
ミ
 
カ
ー
ミ
 
イ
ー
マ
ス

引
1
。
」
と
語
っ
た
。
苗
字
の
文
字
に
由
来
す
る
も
の
か
、
住
居
が
小
高
い
所

に
あ
る
た
め
で
あ
る
か
、
そ
の
あ
た
り
は
さ
だ
か
で
な
い
が
、
と
も
か
ぐ
島
の

人
々
が
い
つ
の
ま
に
か
変
え
た
の
で
あ
る
。

 
屋
号
の
伝
承
性
も
改
新
性
も
、
共
同
体
の
成
員
の
無
意
識
的
意
志
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。

五
、
屋
号
語
彙
の
地
域
性

 
山
陰
西
海
諸
島
に
お
け
る
屋
号
命
名
の
二
大
視
点
は
、
居
住
地
と
特
定
個
人

名
と
で
あ
る
が
、
北
の
島
々
は
個
人
名
屋
号
を
主
と
し
、
南
の
島
々
は
居
住
地

 
 
 
 
 
 
 
 
．
※

屋
号
を
主
と
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
、
別
表
の
屋
号
語
彙
分
類
表
に
明
ら
か

で
、
南
北
を
分
つ
線
は
、
青
海
島
の
中
央
部
に
ひ
か
れ
る
。

 
※
は
じ
め
、
私
は
、
居
住
地
屋
号
は
、
屋
号
命
名
時
に
、
農
業
を
主
と
し
た
島
の
も
の
で
あ
り
、

 
 
個
人
名
屋
号
は
、
漁
業
を
主
と
し
た
島
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
で
は

 
 
見
島
の
本
村
や
相
島
も
、
個
人
名
屋
号
を
主
と
し
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
き
れ
な
い
。
や
は
り

 
 
地
域
差
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
長
門
本
土
域
の
内
陸
部
が
、
居
住
地
屋
号
を
主
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
言
え
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※
※

ば
、
．
北
部
島
喚
の
個
人
名
屋
号
は
異
色
で
あ
る
。
屋
号
語
彙
に
お
け
る
北
部
島

演
の
異
色
は
、
こ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
分
家
屋
号
に
も
認
め
ら
れ
る
。
分
家
屋

号
は
、
長
門
域
で
は
、
「
シ
ン
タ
ク
」
・
「
シ
ン
ヤ
」
・
「
二
ー
ヤ
」
・
「
ア

タ
ラ
シ
ヤ
」
・
「
ヘ
ヤ
」
・
「
イ
ン
キ
ョ
」
で
あ
る
が
、
見
島
の
宇
津
集
落
に

は
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
「
バ
ッ
ケ
」
が
あ
り
、
見
島
の
浦
・
相
島
・
大
島
に
は

「
デ
ミ
セ
」
が
「
二
i
ヤ
」
・
「
ヘ
ヤ
」
な
ど
と
と
も
に
あ
る
。
（
南
部
島
喚
で

も
、
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
竹
の
子
島
に
、
「
デ
ミ
セ
」
屋
号
が
あ
る
。
）

 
※
長
門
本
土
域
は
一
、
二
の
地
点
し
か
調
査
し
得
て
い
な
い
が
、
学
生
の
報
告
な
ど
に
よ
れ
ば
、

 
 
居
住
地
屋
号
を
主
と
し
て
い
る
。

 
※
※
こ
れ
は
北
部
島
喚
の
み
の
異
色
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
北
部
沿
岸
域
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
か
も

 
 
し
れ
な
い
。
萩
市
沿
岸
の
漁
業
集
落
で
あ
る
越
ケ
浜
で
多
く
の
個
人
名
屋
号
を
聞
い
て
い
る
。

 
北
部
夕
冷
に
み
ら
れ
る
屋
号
語
彙
の
異
色
の
解
明
の
た
め
に
は
、
調
査
を
、

長
門
北
部
沿
岸
域
か
ら
、
遠
ら
に
島
根
・
鳥
取
の
沿
岸
域
に
も
進
め
た
い
。
ま
．

た
北
部
島
喚
の
異
色
は
、
屋
号
語
彙
上
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
か
、
そ
の
他

の
言
語
生
活
の
諸
面
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
か
、
考
究
を
続
け
た
い
。

む
 
す
 
び

 
明
治
三
年
の
太
政
官
布
告
は
、
一
般
平
民
に
も
「
名
字
」
を
さ
し
許
し
た
。

 
 
※

以
来
、
苗
字
は
、
全
国
的
な
家
一
語
と
な
っ
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
村
落
社
会
の

日
常
生
活
の
中
で
は
、
そ
の
普
及
は
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
山
陰
西
海
諸
島
の
人
々
は
、
そ
れ
ま
で
に
呼
び
な
れ
た
家
称
語
一
屋
号

」
i
を
捨
て
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
で
創
っ
た
も
の
で
あ
り
、
共
・

感
の
わ
く
呼
称
で
あ
っ
だ
か
ら
。
か
つ
、
同
姓
の
多
い
島
で
は
、
家
々
を
区
別

山
陰
西
海
諸
島
の
旧
称
語
彙

、

す
る
た
め
．
に
も
、
屋
号
は
重
宝
で
あ
っ
た
。

 
※
布
告
以
前
に
も
、
苗
字
を
持
っ
て
い
た
平
民
は
か
な
り
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た

 
 
だ
し
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
程
度
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

 
し
か
し
、
公
的
な
ば
あ
い
や
、
外
の
社
会
に
対
し
て
は
、
苗
字
を
用
い
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
し
、
か
つ
、
学
校
教
育
も
、
苗
字
の
普
及
に
あ
ず
か
っ
て
力
が

あ
っ
た
。
苗
字
の
普
及
に
つ
れ
て
、
屋
号
の
創
作
力
は
衰
え
、
旧
来
の
も
の
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

伝
承
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
今
日
の
若
い
人
々
の
間
に
は
、
そ
の
伝
承
力
も
弱

ま
っ
て
い
よ
う
か
。
山
陰
西
海
諸
島
に
お
い
て
も
、
屋
号
語
彙
は
v
ゆ
る
や
か

な
デ
ン
ポ
で
衰
退
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
テ
ン
ポ
は
い
ち
よ

う
で
は
な
い
。

 
※
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
般
論
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
豊
島
の
宇
津
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
引
揚

 
 
げ
た
家
に
屋
号
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
下
関
市
六
連
島
で
は
、
昭
昭
四
十
年
代
に
分
家
し
た
家

 
 
を
、
新
屋
号
で
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
例
は
す
で
に
み
て
き
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
旧
来
の
屋
号
呼
称
が
衰
え
た
時
、
諸
島
の
日
常
生
活
に
お
け
る

家
称
は
、
苗
字
一
色
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
は
言
い
ぎ
れ
な
い
と
思

う
。
現
に
、
島
に
よ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
、
苗
字
の
一
部
と
名
前
の
一
部
と
を

組
み
あ
わ
せ
た
簡
略
家
称
を
創
り
だ
し
て
も
い
る
。
「
家
」
が
村
人
の
話
題
に

の
ぼ
り
、
村
の
形
成
単
位
と
し
て
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
旧
称
語
彙
に
は
、
村

入
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
t
命
名
力
の
発
揮
一
が
な
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
こ
に
も
ま
た
、
村
人
の
く
ら
し
の
心
と
生
活
の
現
実
と
が
、
写
し
出

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
（
一
九
七
五
・
九
・
二
〇
）

 
こ
の
稿
は
う
第
三
回
広
島
方
言
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
一
九
七
四
年
七
月
）

で
発
表
し
た
「
山
口
県
西
部
域
の
屋
号
語
彙
」
を
書
き
改
め
た
も
の
で
す
。
口
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頭
発
表
の
際
に
、
藤
原
先
生
は
じ
め
諸
学
兄
に
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
藤
原
先
生
に
は
こ
の
原
稿
を
見
て
い
た
だ
き
、
ご
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

．
島
々
の
大
勢
の
方
々
の
ご
親
切
と
ご
協
力
を
深
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

嵐
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